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  ニュースレター No.4（2014.6） 

本支部は、各県医師会の協力を得て 2004年に設立しました。毎年、各県持回りのブロック総会・学術集会を開催し、

各県支部の活動充実に努めています。今回のニュースレターでは、昨年度の活動を報告させていただきます。 

【平成 25年度活動実績】 

●日本プライマリ・ケア連合学会 九州支部代表世話人会 

日 時：平成 25年 9月 1日（日）12:00～14:00 

場 所：博多都ホテル（福岡市博多区博多駅東 2‐1‐1） 

報告・協議事項 

１）日本プライマリ・ケア連合学会第 8回九州支部総会・講習会(鹿児島県)について 

２）平成 24年度決算および平成 25年度予算（案）について 

３）第 9回九州支部総会・講習会（熊本県）について 

４）第 10回九州支部総会・講習会について 

５）今後の九州支部活動のご提案について 

６）各県の活動状況等について 

●第 9回九州支部総会・講習会 

日 時：平成 26年 2月 2日（日）9：30～16：00 

会 場：くまもと森都心プラザ（熊本市西区春日 1丁目 14番 1号） 

メインテーマ：「地域社会を支えるこれからの在宅医療のあり方」 

【教育講演】 

「地域包括ケアシステムと在宅医療の連携」   熊本県医師会 理事 林  邦 雄 

「在宅医療における家庭医の役割」 福島県立医科大学地域・家庭医療学講座 助手 髙柳 宏史 

【基調講演】 

「地域包括ケアと在宅医療－柏プロジェクトを通して」 東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授 辻 哲夫 

【ランチョンセミナー】 

「プライマリ・ケア医に求められる認知症医療への取り組み」田北メモリーメンタルクリニック院長 田北 昌史 

【総会】 

日本プライマリ・ケア連合学会 理事長 丸山  泉 

【全体シンポジウム】 

「地域社会を支えるこれからの在宅医療のあり方」 

（１）医師の立場から                    安成医院 院長 安成 英文 

（２）歯科医師の立場から                松本歯科医院 院長 松本 信久 

（３）薬剤師の立場から           薬局セントラルファーマシー長嶺 稲葉 一郎 

（４）訪問看護師の立場から    訪問看護ステーションフォレスト熊本管理者 岩尾由伊子 

（５）リハビリテーション技術者の立場から    たっくリハサポートセンター 内田 正剛 

（６）ケアマネジャーの立場から    コスモピア熊本・居宅サービスセンター 谷 みどり 

参加者数：211名 

（医師 129名、歯科医師 3名、薬剤師 22名、コメディカル 41名、学生 7名、その他 9名） 
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